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Walking up the High Street, Edinburgh, etching from Picturesque Beauties of Boswell, Part the 
First, by Thomas Rowlandson (（7（7-（8（7), after Samuel Collings (active （78（-9（), date: May （（, （78（.
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/（9（（9（






















加島 （一九七六） ： 「知識に 二種類ある。ひとつはある主題について自分が知っているという場合の知識であり、もうひとつは、その主題についての情報がどこにあるかを っている という場合の知識である」『英語 辞書の話』講談社、一九七六年、八頁。
加島にはもう一つ別の訳があるので併せて紹介しておく。























ation upon it ”
を「第二の知識」と呼び、図書館情報学
概論において語ったことを敷衍して書くならば、図書館には「第一の知識」を内包するあまたの本がある、図書館員はそこにある知識のすべてを持ち、知りえているわけでは決してないが、 「第一の 」へのアクセスの手立てを開発し それを必要とする利用者へ、その知識や情報の「ありどころ」を指し示す
index
す
















ジョージ・ピーボディ大学でアメリカ流のライブラリ・サイエンスを学び、帰国後に慶應義塾大学の文学部に新設のライブラリ・スクールで教鞭を執っ 。ジョンソン博士のこの警句も、おそらくはアメリカ 学んだ講義の一コマで接し はないかと推測している。 『第二の知識の本』 扉を飾ったこ 警句につ て、藤川が本文ではなんら触れていな ことは、既に記した
閑話休題ながら、筆者は、本学着任の前は、長 東京国立近代








































































































は、一三二七年の北 タリアのベネディクト派修道院。フランシスコ会修道士バスカヴィルのウィリアム（彼は中世 に現れた名探偵シャーロック・ホームズである、ショーン・コネリーが演じ ）が、見習修道士メルクのアドソ（彼もまたホームズの弟子ワトソン君である）とともについに侵入に成功する修道院の巨大図書館の中で、ウィリアムは、 「キリスト教世界最大の図書館にいる」ことに狂喜する（図
（） 。
この場面は、 『バベルの図書館』のもっとも核となるメッセー































incunabula ） 」 、揺籃期本と呼称するように、グー




















である。 言うまでもなく、 「これ」とは活字印刷の書物であり、 「あれ」とはノートルダムの大聖堂である。
ユゴーが『ノートルダム＝ド・パリ』を著した一八三一年 、





























































ibliothca universalis ） 』は、
スイスのチューリヒにおいて一五四五年に刊行された。書名は長く、 「萬有書誌、あるいは、三種の学問語、即ち、ラテン語、ギリシャ語、ヘブライ語で書かれたあ ゆる著作の、並びにわれわれに伝承された、同様に失われた、古代の、 た現代にいたるま






ゲスナーの胸中に去来した、 「大量 書物」は記録され ければ瞬く間に失われるという、フロロとは真逆 虞れから生ま た壮大な「世界書誌」へ向けての夢の始まり あった。
ゲスナーの伝記を書いたフィッシャーが指摘するように、ゲス
ナーは「この地上にあるすべてのも の無常さ」に抗い、書誌によって本の記録を残す、 「世界書誌の夢」への一歩 そが、本の編纂刊行であったと言える。
『情報爆発』のブレアは、ゲスナーが抱いていた「多すぎる書





























の勅令から始まる納本制度は、西欧各国 王権 広 り、国王によるこれまでになく巨大な図書館の誕生は、フェリペ二世のエ
図 （　エチエンヌ＝ルイ・ブーレ『国王図書館のための第二の計画案』（78（
Boullée, Etienne-Louis (（7（8-（799). Mémoire sur les moyens de procurer à la bibliothèque du Roi les 
avantages que ce monument exige, （78（.
Source gallica.bnf.fr / Bibliothèque nationale de France
https://gallica.bnf.fr/ark:/（（（（8/btv（b（00（0（（（（/f（（.highres







































































































術館（内）美術図書室を開く現場に居合わせた中島は、その後、インディペンデントの美術ドキュメンタリストを名乗り 多くの美術（家）書誌と年譜・年表を編み、斯界の第一人者となった。その一世代前に、中島の仕事の先駆者として、一〇〇人を越す近現代日本美術家の書誌を編んだのが、初代の東京国立近代美術館の企画・資料課資料係長兼主任研究官 職 全うした土屋悦郎だった。
「日展三山」の東山魁夷、杉山寧、髙山辰雄など、主要近現代































三次（ 「書誌 書誌」 ）を見れば二次（書誌）の「ありどころ」
が分かる、二次を見れば一次（ 「第一 知識」 ）の「ありど ろ」が分かることの構造 、 「情報の「次性」 」として認識されるべきところへと導く（図
（） 。
それは、現代の調べる道具のもっとも身近で大きな力をもつイ












































澤は、 「書誌本体の編成のあり方と表裏一体の関係にあるのが索引である」 （ⅲ頁）と書いたように、索引家および書誌編纂家は多くが重なる。その 家（indexers ）による専門職能団体として、
the Society of Indexers: the profes-














erican Society for Indexing 、






ealand Society of Indexers 、
C
hina Society of Indexers
の














































































































































































（（）中島「日本の展覧会カタログについて 一考察」 『現代の図書館』 二八巻四号、一九九〇年、二一六～二二三頁。
註および図にあるＵＲＬは二〇一九年一月八日に参照して、確認。
